
令和 2年 9月 11日 

産学官連携による地域活性化に関する実態調査

＜結果に基づく通知＞ 

・ ポイント

・ 概要

・ 結果報告書

総務省では、地場産業の創出・育成の手法の一つであり、地域活性化の手法

としても重要性を増している「産学官連携」の取組の実態を調査しました。 

調査した全国 33の先行事例には、産学官連携に取り組む関係者が困難を克服

しようとするときに役立つ知識や視点等が含まれており、以下のとおり、取り

まとめました。今後、地域において産学官連携に関わる皆様の取組に資するこ

とを期待しております。 

1:事例を分類し、各分類ごとの連携活動の特徴や傾向を整理 

＜分類分けの概要＞ 
①目指した成果による分類 (商品開発、生産拠点づくり等)
②想定する市場による分類  (原産地近隣、国内、海外等)
③活動の主体別に分類   (産・学・官のどこが中核となっているか) 

2:各事例に共通してみられる課題の克服のために工夫した取組 

＜共通する課題とそれに対する取組＞ 
①「産・学・官」等のマッチング環境を事前に整備する等の取組
②マッチング時に企業との相談・交渉等を円滑にするための取組
③研究開発後の事業化を支援する取組
④人材育成の取組

3:事例集 ～1･2で整理した工夫の詳細を 33事例ごとに紹介～ 

（連絡先） 

総務省行政評価局 評価監視官（財務、文部科学等担当） 

担 当：長澤、中村（一） 

電 話：03-5253-5433（直通）  

Ｆ Ａ Ｘ：03-5253-5436 

Ｅ－ｍａｉl ：https://www.soumu.go.jp/form/hyouka/i-hyouka-form.html
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